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　Fig．　Z．　Absorption　curve　of　the
　　　　　　liver　fraction．
　　　　　　　　　総括並びに考按
　1．定量方法について：adenosine　phosphatesの定量
には多数の方法がある。従来から広く用いられているのは
ATP及びADPの水解により遊離する無機燐を測定する
Lohmann3），　Borbir6＆Szent－Gy6rgyi　4），　Le　Page7）等
の方法である。これ等は共存する多量の燐酸化合物により
影響を受け易い欠点がある。この点に関しては斎藤・薪井S）
はATP製品と鯉筋肉抽出液を用いFiske＆Subbarow
法とCohn＆Carter法を行って比較したところ前者が高
値を示した。しかるに添加試験の結果はFiske＆Subba－
row法で94～96％であるにもかかわらずCohn＆Garter
法では97～98％の回収率を示すから，この値の差異は明
らかに方法それ自身の本質的差異に基くものとしている。
　また7！Pの定量よりなされたATPの分析値はADP
を含むものと思われ，今回の実験に用いたadenosine　phos－
phatesをATP，　ADP及びAMPに分別測定し得るCohn
＆Carter法は従来のATPの分析値を更に卸値にするも
のと周われる。
　2．測定値の比鮫：本法によって得たATP，　ADP及
びAMPの値は本質的には他の方法によるものと比較しう
るものではないが，便宜上従来の報告値と比較を行ってみ
る。この際7！Pの測定によるものはATP及びADPか
ら返離するPの和で示され，然も両者の比が不明であるた
めにこの値からATP，　ADP量に換算することが出来ない。
それ故逆に著者の得たATP及びADP値からP量を求め，
従来の成績たるP量と比較を行った。水解により遊離する
P量は，ATPについては2，　ADPについては1であるか
ら，ATP，△DP値からP量を求めるにはそれぞれの値に
丁寧を剰た・・れを梱撒つ…みると
Table　4～5に示す如くである。
　骨出訴については動物の種類による差は少く，また7！P
或はCohn＆Carter法の如く測定：方、法が異なっても大体
同値を示している。このことはcrea七inephosphateの定
量でEnnor＆Rosenberg　i　”J）が，　acid　Iabile－PとCPに
結合せるcreatineから計算したPとを比較し骨内筋では
殆んど合致することを述べている点と同様である。また骨
胃筋の値は他の臓繍こ比鮫し，ATP含量は圧倒的に多かっ
た。
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Table　4．　Compardson．　Between　the　Present　Res2elts　and　ThOse　Reporteel　by　Othef’s
No．
?????
????←??ー?
?????
??????? ?
????
???
Tissue
Skeletal
　　Musele（Rabbit）
（Rat）
（Rabbi七）
〈Dog）
（Guinea　Pig）
　　　（Rabbit）
　　　（　J）　）
　　　（Dog）
　　　（Man）
mg　P／lOOg　Tissue
ealculated　from　Total
　ATP　ADP
　　　21－31
4Q－50
　　　　　43
　　　　　50
　25
29－40
　26
　35
　37
2
5
Bladder　（RabbiU
　　　　　　　（Dog＞
　　　　　　　（Man）
Heart　（Rabbit）
　　　　　　　（Ra七〉
　　　　　　　（Dog）
　　　　　　　（　）7　）
　　　　　　　（Rabbit）
Uterus（Rabbi七）
　　　　　　　｛　）1　）
　　　　　　　（Rat）
　　　　　　　CDog）
Intes七ine（Do9）
　　　　　　　　（　p）　）
Stomach　｛Rabbit）
　　　　　　　　（Dog）
?
???3
21－31
42－52
　　43
　　50
　　30
32－44
　　31
　　40
　　41
???
???
???
サ
? ?????
???
???
の
? ? ???????
?????
? ?
3－7
110
3．8
9
40
O－1
『????????
　　9
3－8
40
17，5
　6．9
2．7
????
3．4
????
2．7
20
3．3
20
6．0
?
????
コ
??? ?????
ロ
ー??? ???
???
　
???
Method
Lohmann’s　method
工」ePage，s　method
Borbir6　＆　Szent－
　　　　　Gy6rgyi’s　method
　　　　　　　）J
Cohn＆Car七er，s　methQd
　　　　　　　J7
　　　　　　　）1
pe
Jl
Cohn　＆　Carter’s　method
　　　　　　　！）
lp
Lohmann’s　method
Le　？age’s　method
Borbir6＆　Szent－
　　　　　Gy6rgyi’s　method
Cohn　＆　Carter’s　method
　　　　　　　））
1」ohmann，s　me七hod
9　min．　hydrol：　zed　P
7　min．　hydrolyzed　P
Cohn　＆　Carter’s　method
Borbir6　＆　Szent－
　　　　　Gy6rgyi’s　method
Cohn　＆　Carter’s　method
paper　ionophoresis
Cohn＆Carter，s　me七hod
Authors
Lohmanng・　）
工」ePage10）
Borbir6，　et　al．”）
Oetl）
Saito，　et　al．S）
Miyazaki，　et　al．6）
Author
　　　　　　　））　　　　，
）r
）1
）1
“）
LohmannO1）
Le　PageiO）
dei・i）
Author
　　　　　　　））
Lohmann9・　）
Csapoi　L’）
Walaas，　et　aLi3）
Au hor
Oell）
Author
Langei　4）
Aut r
トエable　5．　Ob即翻s伽Btzveen　thθ　Prese・nt　Results　and　Those　Reported　by　Others
No．
??????????
????????
??????
Tissue
Liver　（Rabbit）
　　　　　　（Ra七）
　　　　　　（Rabbit）
　　　　　　・（Dog）
Kidne．y　（Rabbit）
　　　　　　（Rat）
　　　　　　（Rabbit）
　　　　　　（Dog）
Brain　（Rabbit）
　　　　　　（Rat）
　　　　　　（Dog）
mg　？／100g　Tissue
calculated　from　Total
　ATP　ADP
O．5－1．5
　6．5
　7．2
7
7．5一一10
　8．8
　6．1
　　7
8．0一・11．5
　15．3
　13．3
6
2．0－7．0　O．5－1．5
　3．3　3．8
　2．6　3．2
　　6
2．5－8．5
　　7．1
　　5．8
　　　　　5　　　－
9－12　O－1
1・1　2p2
　5
9－13
　3．3
Method
Lohmann’s　method
Le　Page’s　method
Cohn　＆　Carter’s　method
　　　　　　　J）
Lohmann’s　method
Le　Page’・s　method
Cohn　＆　Carter’s　method
　　　　　　　））
Lohmann，s　me七hod
Le　Page’s　method
Cohn　＆　Carter’s　method
Authors
Lohmann9）
Le　Page1の
Au七 or
　　））
Lohmann9）
Le　Pa．creiO）
Author
　　e：
Lohmannの
Le　PageiO）
Author
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　膀胱については今まで報告がない。兎，犬及び人におけ
る差は殆ど無く，骨賂筋の約1／6の含有量である。
　犬の心筋では従来の成績申No．15が高い値を示してお
り，これを除くと著者の成績は従来の報告より高い値を示
しておった。またNo．14の値と比鮫するとADP含量の
多いことが注目される。
　子宮筋におけるATP及びADP含量は膀胱と夜々等し
く，またATPとADP量は凡そ同値であり両者の比は1
に近かった。
　胃について見るとNo．24の値は筋層のみについて測定
したものであり，これに比し全層を使用した著者の値は幾
分ATP：量が少なかった。
　腸では著者の測定値と比較すると大江のNo．　22の成績
は著しく高い値を示している。このことはNo，15の値と
併せ考えると，大江の使用したBorbir6＆Szent－Gy6rgyi
の定量：方法4）はなお再検討を要するものと思われる。
　肝では兎と犬の何れもATP含量とADP含量の比はほ
ぼ1に近く，且つ従来の報告値より幾分高い値を示した。
　腎ではATP十期目Pの値は従来の報告と一致している
が，著者の成績ではATPよりADP含量が多く，この点
がNo．31の成績と異なっていた。
　脳に二おいても腎と同様にATPよりADP含量が多く，
また従来の報告値より低値であった。
　3．各組織における展開液fractionの紫外部吸光曲線二
Kalckart6）によればadenineの吸収極大は260　mPtにあ
り，同一濃度のATPとAMPの吸光曲線は全く一致す
．る。今回の測定では宮崎・内田6）の報告と同様に257～258
mμに極大があり，実験成績2）で述べた如くATPとADP
の吸光曲線を比較すると240mμ前後に性質の異なる部分
が存在した。このことは不純物の混在を想像させるもので
ある。
　最近Schmitzi7），　Smithls），　Sacksi9）等によりuridine一，
cytidinepolyphosphate及びその誘導体が筋肉，肝におい
て研究されていることは注目を要する。本実験の測定にお
いてもこれらの物質の混入は当然考えられ，更にinosine一，
guanosine　nucleotids等の物質の影響も加わっているも
のと思う。筋，心筋以外の臓器，特に肝の如き各種物質代
謝に関与する臓器では複雑な様相を：呈し，今回の測定値も
更に検討を要するものと思われる。
　　　　　　　　　　結　　　　論
　1）Cohn＆Carter法を追試し生筋に対する応用を行
った宮崎・内田等の方．法により，生体各種臓器における
ATP，　ADP及びAMPの定量を行った。
　2）筋組織の多い臓器におけるA．TP含量は次の如き’順
となる。
　　　骨酪筋〉心筋〉膀胱・子宮〉胃・腸
　3＞筋組織の殆んどない臓器では次の順となる。
　　　肝〉腎〉脳
　4）骨酪筋以外の臓器ではATPとADP含量の比率は
およそ1であった。
　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和31．9．　8受付）
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